


様式３ 

「福祉サービス第三者評価」等を踏まえたサービス改善計画・実施状況 
 

施設名 救護施設あかつき 

 

受審(実施)年度 

 （※） 
令和 4 年度 施設番号 11－0003 

                                     ※第三者評価または利用者調査実施の年度 

項目 

評価結果に基づく現状分析 
（令和 4 年度） 

改善計画 
（令和 4 年度末時点） 

実施状況（予定を含む） 
（令和 5 年 4 月 30 日時点） 

左記実施状況に実施予定が

あった場合の実施状況 

（    年 4 月 30 日時点） 

施設の改

築 実 施 と

そ の 間 の

利用者の

安全対策

について 

築 43 年経過した施設であり

老朽化が著しく、地震が発生し

た場合は大被害が生じる恐れが

ある。東京都に社会福祉施設等

施設整備費（救護施設等）の申

請を行っており、採択の動向を

見据えながら、改築までの間現

在の不具合の解消に努め、利

用者が安全に生活できることが

望まれる。 

引き続き、改築に向けて協議を

進めていく間、老朽化に伴う必

要な修繕を過不足無く継続して

いく。特に利用者の生活に直結

する生活フロアの故障等に関し

ては各課の課長が迅速に初動

対応することとしている。 

 

 

１ 実施済み 
 

２ 実施予定 

（     年  月ごろ） 
 

 具体的には以下のとおりです。 

改築計画の進捗を見ながら修

繕箇所については必要性を見

極めて随時実施する方針を確

認した。 

 

１ 実施済み 

（      年   月） 
 

 具体的には以下のとおり

です。 

 

 

 

 

 

 

施設改築

工事の実

現 と 、 利

用者への

影 響 を 最

小 限 と す

る 配 慮 に

ついて 

施設の改築が実現すれば、

住みよい環境となる見込みだ

が、様々な疾患を有する利用者

にとっては環境の変化によって

多くの影響が出る事が想定され

る。各職員の連携の元影響、負

担が最小限となるような配慮が

望まれる。 

環境変化の影響を軽減し、利用

者が安定・安心して生活を維持

する事は重要であるため、日々

の利用者の精神的な安定の維

持のためにも職員の対応能力

の向上を目指すべく各種研修

の充実等の取り組みを行ってい

く。 

 

１ 実施済み 
 

２ 実施予定 

（     年  月ごろ） 

 具体的には以下のとおりです。 

利用者への対応力を高める事

を目的とし、職員育成を一層進

めるため、内部・外部研修の機

会を充実すべく、研修委員中心

で研修計画を立てる方針を確認

した。 

１ 実施済み 

（      年   月） 
 

 具体的には以下のとおり

です。 

 

 

 

 

 

意 思 を 伝

え る 事 が

困 難 な 利

用者につ

いてさらに

配 慮 を 行

うことにつ

いて 

利用者の主体性を大切にし

ており、利用者懇談会にて利用

者の意向を反映すべく話し合い

の機会を設けているが、意思や

意向を伝える事が困難な方もい

るため、表情や行動等からも読

み取れるようにさらなる取り組み

が望まれる。 

利用者の高齢化にともなう状態

像の変化や、精神疾患への理

解が職員に求められる施設であ

るため、一層のスキル向上が必

要である。研修委員会を中心と

して、施設職員として必要な知

識・技能の習得を目指すべく、

内部・外部の研修を充実させて

いく。 

１ 実施済み 
 

２ 実施予定 

（     年  月ごろ） 

 具体的には以下のとおりです。 

内外研修の充実を図っていく事

を方針として確認。施設看護師

にも依頼し、精神疾患に関する

研修を実施していく事とした。 

１ 実施済み 

（      年   月） 
 

 具体的には以下のとおり

です。 

 

 

 

 

  

※この様式は、「東京都民間社会福祉施設サービス推進費補助金交付要綱」等の規定に基づき、利用者の皆様にお知らせするためのものです。 

※「項目」は、第三者評価における「さらなる改善が望まれる点」などを参照に、施設が独自に決めています。 

※第三者評価(又は利用者に対する調査)の結果は、施設において公表しているほか、「とうきょう福祉ナビゲーション」によりインターネットでも閲覧できます。 


